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ここで､p -電荷密度､6 -導電率､E -誘電率､FL -透磁率､t-時間､H
-磁界､B -磁束密度､E -電界､D -電束密度､｣ -電流密度､Jo-電流源
電流密度､ ･は内積､×はベク トル積である.ゴシック体はそれがベクトル量である















∂D/∂t- 0､∂B/∂t- 0､∂β/∂t- 0


















































































n FL n QiX(r- ri)
B(r)-∑Bi(r)-- ∑ (16)








































































































































































































































































































































多くの溝 (シワ)で入り組んでいるが､表面に灰白質 (神経細胞部分)､その内側に白質 (神経線維部分)がある
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図8 仝頭型脳磁界測定装置
仝頭型脳磁界測定装置 (Neuromag社､フィンランド)を用いて測定してい
る様子.この装置では､仝頭上の61ヶ所で､経度方向と緯度方向の二つの
空間微分を計測する.したがって､1回の測定で122個のデータが得られる.
そのデータをもとに磁界パタンを求め､逆問題を解いて脳内の活動部位を
求める.
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図9 聴覚誘発脳磁界パタン
仝頭型脳磁界測定装置 (Neuromag社､フィンランド)を用いて測定 した磁
界パタン.図は右半球を真横から見た図で､右側が顔の部分､左側が後頭
部となる.図中の四角形が磁界センサのある位置で､図8で述べたように
ここに経度方向と緯度方向の二つの空間微分を計測するセンサが収納され
ている.刺激昔の周波数は1000Hzで左耳に与えられている.図の線は等磁
界線で､その間隔は50fr(femtoTesla)である.図の実線部分で磁束が頭
から出て点線部分で頭に入る.目安として､前述したように､実線部分と
破線部分のピークの中央の真下付近が活動部分である.
図10 磁気共鳴像とその上に投影した聴覚活動部位
被験者の頭部の水平断面像 (磁気共鳴像､Tl強調像)を示す｡皮質の灰白
質部分､白質部分の差が見え､脳溝が識別できる｡ 女印は図7に対応する
活動部位で､シルヴイウス溝の下面に位置している｡
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